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2015 年 9 月 20 日(日) 場所 広島市青少年センター 

被爆 70年目の広島・長崎の動向について 

宇吹 暁（うぶきさとる） 

はじめに 主な視点＝平和行政、原爆報道、継続的原水禁運動、被爆者行政・運動 

 

Ⅰ平和行政 

○平和式典 

被爆 70 周年広島市原爆死没者慰霊式並びに平和祈念式 

THE ７０TH ANNIVERSARY OF THE ATOMIC BOMBING 

 HIROSHIMA PEACE MEMORIAL CEREMONY 

被爆 70 周年長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典 The 70th Nagasaki Peace Cereｍony 

海外来賓 広島：100 カ国と欧州連合（EU）。 長崎：75 カ国 

参列者  広島：約 5 万 5000 人。 長崎：約 6,800 人 

○広島市ホームページ＞原爆・平和（長崎は「平和・原爆」） 

「原爆被害と復興」「平和宣言・平和への誓い」「核兵器廃絶に向けた取組」「平和学習」 

「原爆と平和に関する Q&A」 

＞被爆者援護と追悼・慰霊 

＞原爆死没者慰霊等事業（慰霊式典、慰霊碑の建設及び改修、死没者を悼む出版物の刊行又は没

者を悼む遺品展・絵画展等各種イベント） 

＞核兵器廃絶に向けた取組 

  ＞広島・長崎講座（国内大学 48 件）（海外大学 17 件） 

  ＞国内ジャーナリスト研修（2002 年度～）（2015 年 7 月 28 日～8 月 7 日。参加記者 11 人）。 

＞被爆体験や平和への思いの共有 

＞被爆体験の継承・伝承 

＞平成２６年の平和宣言の作成に際し寄せられた「被爆体験談や平和への思い」集 

＞原爆関係の慰霊碑等の概要  被爆体験伝承者養成事業について 

  ＞原爆ドーム（世界遺産としてのネットワーク？） 

＞被爆 70 周年の取組（50 件） http://www.city.hiroshima.lg.jp/www/70th/index.html 

○公益財団法人広島平和文化センター http://www.pcf.city.hiroshima.jp/hpcf/index.html 

＞広島平和記念資料館 ヒロシマ・ピース・サイト WebSite http://www.pcf.city.hiroshima.jp/ 

＞平和データベース http://www.pcf.city.hiroshima.jp/database/ 

＞被爆者証言ビデオ（広島で被爆した約 300 人の証言）・本（多くの被爆体験記を含む） 

・遺品・原爆の絵 

○Ｇ７広島外相会合支援推進協議会 ９月８日発足（官民１８団体で構成。県主導？） 

広島県、市、広島商工会議所、県被団協（坪井直理事長）、中国経済連合会、県観光連盟など 

 

○長崎市 

○長崎市ホームページ＞平和・原爆  http://www.city.nagasaki.lg.jp/heiwa/index.html 

長崎市被爆 70 周年記念事業（市民から募集。広島は内部。）。応募件数 22 件。 

団体名：レクイエム・プロジェクト長崎合唱団、長崎県新演奏家協会、長崎県オペラ協会 

長崎親善人形の会（瓊子の会）、長崎市演劇協会、全国手話通訳問題研究会長崎支部 

浦上天主堂再現プロジェクト実行委員会、長崎原爆の戦後史をのこす会 

長崎市被爆 70 周年記念事業一覧（ＰＤＦ形式：206KB） 8 件。 

http://www.city.hiroshima.lg.jp/www/70th/index.html
http://www.pcf.city.hiroshima.jp/hpcf/index.html
http://www.pcf.city.hiroshima.jp/
http://www.pcf.city.hiroshima.jp/database/
http://www.city.nagasaki.lg.jp/heiwa/index.html
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 その他の応募事業一覧（PDF 形式：254KB）（13 件＝ながさき「水の会」、長崎県被爆者手帳友

の会、（一財）長崎原爆被災者協議会、草月会長崎県支部、RING ART、劇団 TABIHAKU、 

ご縁ピースネットワーク、長崎未来創造プロジェクト、長崎県被爆二世の会、長崎県被爆二世の

会、長崎被災協被爆二世の会長崎 、長崎のうたごえ協議会、被爆者歌う会「ひまわり」。）  

長崎原爆資料館（新聞切り抜きあり） 

○（公財）長崎平和推進協会 http://www.peace-wing-n.or.jp/ 

被爆体験講話者（男 27 人、女 10 人、計 37 人。逝去者 男 9 人、女 3 人、計 12 人） 

講話者プロフィール http://www.peace-wing-n.or.jp/taiken/top_5.html 

平和案内人＝原爆資料館や原爆死没者追悼平和祈念館、平和公園周辺の被爆建造物等を案内。 

 

○GLOBAL NETWORK（国立広島・長崎原爆死没者追悼平和祈念館 平和情報ネットワーク） 

被爆体験記の検索＝被爆地広島 245 人。長崎 18 件。両市 0 件。 

被爆証言映像の検索＝被爆地広島 270 人。長崎 251 人。広島・長崎 1 人（山口疆） 

朗読音声～＝4 人。http://www.global-peace.go.jp/index.php 

○国立広島原爆死没者追悼平和祈念館 http://www.hiro-tsuitokinenkan.go.jp/ 図書 6753 件 

○国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館 http://www.peace-nagasaki.go.jp/ 図書 1368 件。 

2006 年より「長崎原爆戦災誌第一巻総説編改訂版」の翻訳（英訳）事業。 

 

○平和首長会議 http://www.mayorsforpeace.org/jp/index.html 

161 か国・地域＝6,820 都市。 日本国内加盟都市数＝1,587 都市 

○日本非核宣言自治体協議会 会長：長崎市長、副会長：広島市長。 

約 1,500 自治体（1,718＝2014 年 4 月現在）が宣言 http://www.nucfreejapan.com/index.htm 

○広島・長崎の連携事業 

広島大学原爆放射線医科学研究所。長崎大学原爆後障害医療研究所 

広島市立大学広島平和研究所 広島大学平和科学研究センター 長崎大学核兵器廃絶研究センター 

市立図書館。県立美術館。市立商業高校。 

○日本平和博物館会議 

広島平和記念資料館。長崎原爆資料館。埼玉ピースミュージアム(埼玉県平和資料館)川崎市平和館。 

立命館大学国際平和ミュージアム。ピースおおさか大阪国際平和センター。沖縄県平和祈念資料館  

神奈川県立地球市民かながわプラザ（あーすぷらざ）。ひめゆり平和祈念資料館 対馬丸記念館  

 

 

Ⅱ原爆報道 

 

中国新聞 

○ヒロシマ平和メディアセンター http://www.hiroshimapeacemedia.jp/?lang=ja 

「被爆証言」1 月 26 日～。 ＜2011 年 11 月 15 日～2015 年 9 月 7 日（継続中？）＞ 

「伝えるヒロシマ」2014 年 1 月 7 日～ 

「正念場の被爆者団体 全国アンケートから」7 月 20 日～22 日。 

「被爆７０年 悲しみがここに」7 月 31 日～8 月 4 日 

「被爆７０年 思い伝えたい」8 月 4 日～12 日＜岡山に暮らす被爆者＞ 

「平和 受け継ぐ 被爆７０年 ８・６式典 都道府県遺族代表」（8 月 5 日） 

○PEACE ACT HIROSHIMA 

 

http://www.peace-wing-n.or.jp/
http://www.peace-wing-n.or.jp/taiken/top_5.html
http://www.global-peace.go.jp/index.php
http://www.hiro-tsuitokinenkan.go.jp/
http://www.peace-nagasaki.go.jp/
http://www.mayorsforpeace.org/jp/index.html
http://www.nucfreejapan.com/index.htm
http://www.hiroshimapeacemedia.jp/?lang=ja
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長崎新聞 

○ピースサイト http://www.nagasaki-np.co.jp/peace/index.html 

朝日新聞 

「核と命を考える」「被爆 70 年 願い」「ともに。 被爆 70 年の夏」（広島版） 

「広島・長崎の記憶～被爆者からのメッセージ」 http://www.asahi.com/hibakusha/ 

「戦後７０年 被爆者５７６２人アンケート」（http://t.asahi.com/i6kf） 

http://www.asahi.com/articles/ASH815FQ4H81PTIL00V.html 

毎日新聞 

「千の証言」毎日新聞社・TBS テレビ ２０１５年・戦後７０年共同プロジェクト 

第 67 回毎日書道展中国展「被爆 70 年特別陳列「閃光の中の沈黙」」。＜森下清鶴、豊田清史＞ 

読売新聞 

○「被爆者の 70 年」2015 年 08 月 01 日？～6 日（広島版） 

http://www.yomiuri.co.jp/local/hiroshima/feature/CO018011/ 

○長崎版「明日へ伝える」2015 年 01 月～ 

http://www.yomiuri.co.jp/local/nagasaki/feature/CO016691/ 

産経新聞 

「被爆 70 年そして 広島」8 月 3 日＜4＞世界に発信。8 月 4 日＜5＞未来への継承（おわり） 

スポーツ紙 （8 月 7 日各紙のピース・ナイター報道） 

日刊スポーツ。デイリースポーツ。スポーツニッポン。九州スポーツ。 

 

 

○NHK 広島放送局「被爆 70 年」http://www.nhk.or.jp/hiroshima/hibaku70/index.html 

「ヒバクシャからの手紙」 http://www.nhk.or.jp/hiroshima/tegami/ 

ゲスト ・岡田恵美子（被爆体験の証言者）・小山田浩子（芥川賞作家・広島市出身） 

○NHK 長崎「NAGASAKI×PEACE」 http://www.nhk.or.jp/nagasaki/peace/shogen.html 

RCC 

○ＲＣＣ被爆７０年プロジェクト 「未来へ」http://www.rcc.net/70/ 

中国放送×小学館×手塚プロダクション 「まんがで語りつぐ広島の復興」 

広島テレビ 

○「つなぐヒロシマ～被爆 70 年核廃絶への道～」http://www.htv.jp/hibaku70/ 

0806 原爆の日特別番組「テレビ派×池上彰の『つなぐヒロシマ』」。「池上彰リポート」 

0807 広島テレビ（日本テレビ系 28 局 全国放送）「いしぶみ～忘れない。あなたたちのことを」（朗

読 綾瀬 はるか  ナビゲーター 池上 彰  脚本・監督 是枝 裕和）。 

テレビ新広島 

ＮＢＣ長崎放送 http://www2.nbc-nagasaki.co.jp/peace/ 

「被爆者の証言」＝１９６８年秋からラジオ番組「被爆を語る」、「長崎は証言する」の中から。 

  

長崎 長崎放送 (NBC) 長崎国際テレビ(NIB)[25] テレビ長崎(KTN) 長崎文化放送(NCC) 

広島 中国放送(RCC) 広島テレビ放送(HTV)[12] テレビ新広島(TSS) 広島ホームテレビ(HOME) 

 JNN(28 局)  NNN/NNS(30 局)  FNN/FNS(28 局)  ANN(26 局)  

http://www.nagasaki-np.co.jp/peace/index.html
http://www.asahi.com/hibakusha/
http://t.asahi.com/i6kf
http://www.asahi.com/articles/ASH815FQ4H81PTIL00V.html
http://www.yomiuri.co.jp/local/hiroshima/feature/CO018011/
http://www.yomiuri.co.jp/local/nagasaki/feature/CO016691/
http://www.nhk.or.jp/hiroshima/hibaku70/index.html
http://www.nhk.or.jp/hiroshima/tegami/
http://www.nhk.or.jp/nagasaki/peace/shogen.html
http://www.rcc.net/70/
http://www.htv.jp/hibaku70/
http://www.nbc-nagasaki.co.jp/
http://www.nib.jp/
http://www.nib.jp/program/index.php
http://www.ktn.co.jp/
http://www.ncctv.co.jp/
http://www.rcc-tv.jp/
http://www.htv.jp/
http://www.htv.jp/bangumi/table1_2.html
http://www.tss-tv.co.jp/
http://www.home-tv.co.jp/
http://www.tbs.co.jp/jnn/
http://www.ntv.co.jp/info/outline/domestic.html
http://www.fnn-news.com/
http://www.fuji-network.com/
http://www.tv-asahi.co.jp/ann/news/web/
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Ⅲ原水禁運動 

 

○原水爆禁止日本協議会 

原水爆禁止 2014 年世界大会 http://www.antiatom.org/ 

8 月 2 日～9 日広島・長崎で開催。海外から 21 か国 147 人はじめ 12000 人の代表が参加。 

○平和フォーラム http://www.peace-forum.com/ 

原水爆禁止日本国民会議 http://www.peace-forum.com/gensuikin/ 

被爆 70 周年原水禁世界大会 

3 月 1 日「被災 61 周年 3.1 ビキニ・デー全国集会」（静岡市）210 名が参加 

3 月 14 日、福島市「あづま総合体育館」において「2015 原発のない福島を！県民大集会」が開

かれ、県内外から 6500 人が参加 

8 月 4 日原水禁世界大会・広島大会 3300 人。7 日原水禁世界大会・長崎大会開会総会 1800 人。 

○日本生活協同組合連合会～ピースアクション～ http://jccu.coop/peace/index.html 

8 月 3 日～5 日「ピースアクション in ヒロシマ」 「虹のひろば」。全国 68 生協より 1,500 名。 

https://www.hiroshima.coop/news/2015/08/post-394.html 

http://www.palcoop.or.jp/pal_news/2015/08/in.html 

8 月 7 日～8 日「2015 ピースアクション in ナガサキ」参加者：全国から 52 生協 900 人。 

長崎県生活協同組合連合会 http://nagasaki.kenren-coop.jp/ 

○ピース・ナイター 

0805 生協ひろしま・広島東洋カープ・中国新聞社・広島平和文化センター・広島電鉄・中国放送

（主催）「ピースナイター2015」。VS 阪神タイガース。MAZDA Zoom-Zoom スタジアム 広島（広島市民

球場）。来場者 31170 人。 

0806 中国放送、広島東洋カープ（主催）「ピース・ナイター2015」 観客 3 万 1523 人 

 

○NPT 再検討会議（4 月 27 日～5 月 22 日、国連本部）にむけた代表団派遣 

日本原水協代表団（4 月 24 日～5 月 2 日）23 中央団体・47 都道府県から 1058 人。 

日本原水爆被害者団体協議会（日本被団協）・日本生協連の合同代表団（5 月 3 日～28 日） 

全国 47 の生協から 105 名、日本被団協から 52 名が参加 

○市民 5 団体＝日本被団協・日本生協連＋日本青年団協議会 http://www.dan.or.jp/index.html 

＋全国地域婦人団体連絡協議会 ＜広島市地域女性団体連絡協議会（市女連） 

8 月 6 日～被爆 70 周年～ ”嵐の中の母子像” 式典 http://www.cyberbb.com/hjd/＞  

＋日本宗教者平和協議会 http://n-syuhei.com/index.html 

○2014年 5月 23日「戦争も核兵器もない平和な世界を」市民の集い（核兵器廃絶・市民の集い） 

会場：広島市まちづくり市民交流プラザ 

【実行委員会構成 市民 6 団体】広島県原爆被害者団体協議会（坪井直）、広島県原爆被害者団体

協議会（金子一士）、広島県地域女性団体連絡協議会、（公財）広島 YMCA、広島県青年連合会、

広島県生活協同組合連合会。＜後援：広島県、広島市、平和首長会議、広島平和文化センター＞ 

 

0806 創価学会「原爆犠牲者・戦没者追善勤行法要」。「第 11 回 被爆体験を聞く会」会場：広島池田

平和記念会館。 http://www.seikyoonline.jp/news/headline/2015/08/1219150_5062.html 

○0806 日本会議広島・「日本の誇りセミナー」実行委員会主催「広島平和ミーティング「反核平和 70

年の失敗～憲法 9 条は中国軍拡も北朝鮮の核兵器も止められなかった！～」（講師は櫻井よしこ）。リ

ーガロイヤルホテル広島。約 1900 名。http://jp-pride.com/ 

  

http://www.antiatom.org/
http://www.peace-forum.com/
http://www.peace-forum.com/gensuikin/
http://jccu.coop/peace/index.html
https://www.hiroshima.coop/news/2015/08/post-394.html
http://www.palcoop.or.jp/pal_news/2015/08/in.html
http://nagasaki.kenren-coop.jp/
http://www.dan.or.jp/index.html
http://www.cyberbb.com/hjd/
http://n-syuhei.com/index.html
http://www.seikyoonline.jp/news/headline/2015/08/1219150_5062.html
http://jp-pride.com/
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Ⅳ被爆者（運動・行政） 

 

○厚生労働省 2016 年度概算要求（健康局 15 原爆被爆者の援護 1356 億円）＜8 月 26 日＞ 

＜前年度当初より 49 億円減＞http://www.mhlw.go.jp/wp/yosan/yosan/16syokan/04.html 

主な事業：医療費の支給・健康診断（365 億円）、諸手当の支給（876 億円）、保健福祉事業（原爆養

護ホームの運営等）（66 億円）、（改）黒い雨体験者への個別訪問相談等の実施（0.1 億円）、（改）被

爆体験者への医療費助成対象疾患への認知症の追加（0.2 億円）、（新）被爆建物の保存（0.4 億円）、

（改）被爆二世検診への多発性骨髄腫検査の増加（0.4 億円） 

○原爆死没者追悼・平和祈念事業 http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/genbaku09/14.html 

原爆死没者追悼平和記念館 

原子爆弾被爆者に対する援護に関する法律第４１条の規定に基づき、原子爆弾による死没者

の尊い犠牲を銘記し、恒久の平和を祈念するための施設として、被爆地である広島・長崎に

設置しています。入館者それぞれが死没者を追悼し、平和を祈念できるような空間を設け、

また、被爆体験記等被爆関連資料や情報の収集及び提供、被爆医療情報等のネットワークを

ベースにした国際協力及び交流などを行っています。 

  原爆死没者慰霊等事業 

原爆死没者を慰霊し、永遠の平和を祈念するために、地方公共団体、事業所及び学校等が行

う慰霊式典、死没者を悼む出版物の刊行事業、遺品展、絵画展等各種イベント事業等に対し

て、助成を行っています。 

○被爆者団体 

原爆関係訴訟：原爆症認定。黒い雨。在外被爆者。原爆手記。証言活動。被爆二世対策。 

○医師会 

放射線被曝者医療国際協力推進協議会（HICARE）。会長：放射線影響研究所理事長。 

理事：広島県医師会会長・広島市医師会会長・広島大学副学長）等。 http://www.hicare.jp/ 

長崎・ヒバクシャ医療国際協力会（NASHIM）会長：長崎県医師会長。副会長：長崎大学長 

http://www.nashim.org/ 

○「被爆二世」森下洋子、松井一實、矢川光則 

○「被爆三世」為末大、山根恵里奈、萩原麻未、小山田浩子、小林奈緒子、 

 

おわりに 

 

衰退・消滅 

○原爆供養塔納骨名簿公開。7 月 16 日～10 月 30 日＜1985 年からポスター形式の名簿全国発送＞ 

○原爆被爆者手帳交付 ○原爆死没者名簿追加 ○被爆者対策費計上 ○総理大臣の平和式典参列 

○被爆者団体 

○原水禁運動 ○原爆報道 ○平和行政 

多様化・変容 

○原爆報道・原爆文学・原爆映画・原爆音楽・原爆マンガ・原爆教育・原爆研究・・・ 

○原爆被害観 「非人道性の極み」、「絶対悪」（＝2015 年広島市平和宣言） 

○被爆体験の担い手⇒被爆二世・被爆三世（・被爆四世） 

○復興 占領期、都市建設⇒平和貢献 

    電車・NHK 広島放送局・気象台・日本銀行・平和の鐘・カープ・映画館 

映画館（広島県興業生活衛生共同組合） 

  

http://www.mhlw.go.jp/wp/yosan/yosan/16syokan/04.html
http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/genbaku09/14.html
http://www.hicare.jp/
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継承 

○ノーモア・ヒバクシャ記憶遺産の会 http://kiokuisan.com/ 

○広島県動員学徒等犠牲者の会 デジタルブック「慟哭の証言」http://www.douingakuto.com/ 

○被爆ピアノ平和コンサート 2001 年～ http://ygtc.jp/hibaku.html 

○被爆者の声をうけつぐ映画祭 2007 年以降 https://www.facebook.com/hibakueiga 

折り鶴・アオギリ・被爆ピアノ・「はだしのゲン」・・・ 

0709「恐るべきかな原爆 記者 16 年目の無条件降伏」＜重富芳衛元記者＞毎日新聞連載（広島版） 

0801PEACE ARCH HIROSHIMA（広島県「ピース・アーチ・ひろしまプロジェクト」）場所：広島

平和記念公園内（元安川原爆ドーム対岸親水テラス）第 1 部 ピアノ・コンサート／萩原麻未  

第 2 部広島市立神崎小学校 児童 ＜合唱曲目＞ 「広島 愛の川」（作詞：中沢 啓治、作曲：） 

0806 中国新聞労働組合「不戦の碑・碑前祭」。碑は１９８５年建立。刻まれた犠牲者は計 132 人。 

0821 広島県小学校ダンス研究会「創作ダンス「ひろしまの詩～あれから 70 年」」。会場：広島県立

総合体育館。広島県教育委員会学校教育部スポーツ振興課「陸上運動系指導実践講座（小学

校）」 

歴史・資料 

○戦前・戦後＝公文書（防衛省防衛研究所・宮内庁）。原爆ドーム 100 年。理論研。広島城と陸軍。糧

秣廠。信徒発見 150 年（長崎） 

○被服廠 

0808 旧被服支廠の保全を願う懇談会主催「旧被服支廠の追悼の集い」。 

0826 厚生労働省 2016 年度概算要求（新）被爆建物の保存（0.4 億円）。 

0911NHK「赤レンガ」 

○世界遺産 

0121 長崎県知事「長崎の教会群とキリスト教関連遺産」の遺産登録への支援をローマ法王に要請。 

0705「明治日本の産業革命遺産」の世界遺産登録決定。 

 

ヒロシマ・ナガサキ 

0809 国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館（長崎の川本昭人） 

ヒロシマ・ナガサキ・フクシマ 

 ヒロシマの過去を再現するフクシマ、ヒロシマの将来を予想させるナガサキ 

 

課題 

○原爆手記総目録 1945－2015 

  1945 年～1995 年 3677 件（2015 年 9 月 20 日現在 3878 件） 

1996 年～2015 年 2298 件（2015 年 9 月 20 日現在） 

○藤居平一の時代（ビキニ水爆被災事件から 60 年安保） 

○人物：占領期＝浜井信三・山代巴・大村英幸・丸木夫妻・峠三吉・谷本清【永井隆】。 

講和条約＝吉川清・川手健・原田東岷）【山口仙二】被爆 10（1955）年 藤居平一・佐々木禎子

【福田須磨子】 

○ことば＝被爆者との関連 救援、援護、連帯、ともに、寄り添い  風化、忘却、記憶 

○広島で世界遺産を考える 

  原爆ドーム。かき船。被爆遺跡。 

戦跡。負の遺産。景観。 

ル・コルビュジエ作品群（2016 年の審議を目指して 3 度目の推薦）。 
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資料：被爆 70年～宇吹は見た、聞いた、触れた、感じた、考えた～ 

 

○検討対象資料・イベント・機関など 

＊平和行政＝広島市平和記念資料館。広島市公文書館。広島県平和貢献プロジェクト。 

＊原爆報道＝中国新聞・朝日新聞・毎日新聞・共同通信・赤旗 

NHK・RCC・広島テレビ・広島ホームテレビ。 

＊原水禁運動＝『原水協通信』。WEB 情報 

 平和教育・研究＝広島女学院大学。広島大学。広島県立大学。 

＊被爆者（運動・対策）＝『被団協』新聞。両広島県被団協。放射線影響研究所。広島大学原医研。 

○展覧会 

0114「四国五郎追悼・回顧展―優しい視線・静かな怒り」。市民交流プラザ１F ロビー。 

0628 北海道ノーモア・ヒバクシャ会館（北海道被爆者協会・札幌市被爆者の会）千歳線「平和」駅  

0704 広島大学文書館など主催「企画展 原爆白書運動と広島大学」。旧日本銀行広島支店。 

0704 NPO 法人アートサロン広島主催『広島 100 年展』。 

0704 演劇：劇団 B-LUCKS『十一人座から見たさくら隊』。旧日本銀行広島支店 

0719「戦後 70 特別企画 第二楽章 男鹿和雄展 吉永小百合と語り継ぐ」筆の里工房 

0725「復興の記憶 被爆 70 年記念写真展」。泉美術館。 

0725 広島市「被爆 70 周年記念展示 あの頃のひろしま」。（旧日本銀行広島支店） 

0726「被爆 70 周年記念事業 広島・長崎連携事業企画展「つながる、つたえるヒロシマ・ナガサ

キ」」広島市立中央図書館。 

0726「被爆７０周年記念展示 広島城と陸軍  昭和２０年８月６日防空作戦室」広島城 

0726 第 61 回広島平和美術展。 

0728 広島市こども文化科学館『被爆 70 年企画展 三村剛昴と広大理論物理学研究所』 

0730「終戦７０年記念特別企画展 日米最後の戦艦展」。大和ミュージアム。 

0801「広島市郷土資料館の歩み」広島市郷土資料館 

0801「被爆 70 周年：ヒロシマを見つめる三部作 第 1 部 ライフ＝ワーク」広島市現代美術館 

0801 広島・長崎被爆７０周年「戦争と平和展」。広島県立美術館。 

0805 原爆展を成功させる広島の会・下関原爆被害者の会・原爆展を成功させる長崎の会（主催） 

0805「第 14 回広島原爆と戦争展」。会場：広島県民文化センター。 

0805「大前博士 ヒロシマ・アッピール展 2015 『黒い世界と白き眼光』ヒロシマ黙示録」。広島県

民文化センター B1F 展示室。 

0809 長崎原爆資料館。 

0809 長崎市歴史民俗資料館「戦後 70 年を振り返る～戦時中のくらし展」 

0809 国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館。被爆 70 周年体験記企画展「原子雲の下に生きて」。 

被爆 70 周年原爆死没者追悼企画「長崎・広島のあの日を忘れないで～映画・音楽・朗読ととも

に」。映画「妻の貌」（川本昭人監督）。 

0810 国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館（原爆体験記調査）。 

0810 長崎大学医学部「原爆復興 70 周年記念事業 長崎医科大学原爆被災写真・資料展」。 

0810 長崎市立図書館。企画展「つながる、つたえる、ナガサキ・ヒロシマ」。 

0811 長崎県立図書館。「松尾あつゆきと小﨑侃」、「原爆文学展」。 

0811 長崎歴史文化博物館。「PIECE OF PEACE World Heritage Exhibit Built with Lego 

Brick」。 

0815 大和ミュージアム 

0822 平和のための戦争展（21 回目）。県民文化センター。映画「ひろしま」上映。 
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0826 第 67 回毎日書道展被爆 70 年特別陳列「閃光の中の沈黙」。広島県立美術館県民ギャラリー。 

0829 大田庄歴史館。「終戦 70 周年記念事業『平和への証言』展 PartⅡ生き証人たちからの言葉」。 

○集会・講演会・イベント 

0222「「かき船問題」公開討論会。生協けんこうプラザ。 

0307―0308 第２回広島ウオーク in 広島みなとフェスタ。広島市内と似島 

0505 フラワーフェスティバル 

0516 金子一士さんを偲（しの）び遺志をつぐ会。広島国際会議場ダリア。 

0725「国際平和シンポジウム 2015 核兵器廃絶への道～被爆 70 年：核兵器の非人道性を見つめ、

非合法化へ～」（主催：広島市・広島平和文化センター・朝日新聞社）。＜広島国際会議場＞。特別講

演：為末大（13：45－14：15） 

0726「2015 広島合唱団演奏会～めぐりくる夏 今 あなたと～」広島合唱団。広島県民文化センタ

ー。満席で入場できず。 

0801 シンポジウム「戦争画と『原爆の図』をめぐって―その政治性と芸術性の問題」。広島県立美術

館地下講堂。 

0805 ピース・ナイター2015。カープ対阪神。マツダスタジアム内野自由席２階。カープ 2×阪神

8。 

0806 被爆７０年。広島市原爆死没者慰霊式並びに平和祈念式。 

0809 長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典。 

0830「戦争法案廃棄！安倍政権退陣！８・３０国会 10 万人・全国 100 万人行動呉集会。堺川野外音

楽堂。参加者＝主催者発表 230 人。 

○会議・講義 

0409 放射線影響研究所歴史資料管理委員会主催第４回歴史懇話会。演者:湊潔子・田中久江(ABCC/

放影研元看護婦)。http://www.rerf.jp/history/pdf/historyforum04j.pdf 

0714 広島女学院大学「原爆講座」。「ヒロシマ戦後史の中の広島女学院～河本一郎の足跡を中心に

～」 

0724 広島大学講義「平和と人間Ｃ－広島で学ぶ（原爆とは何だったか）－」。受講登録 100 名弱。

感想文提出者 81 名。 

0805 広島女学院大学講義、「平和式典と平和公園の歴史」。関西学院大学 20 名、本学 5 名 

○資料・原爆手記 

0320 平成 27 年度原爆死没者慰霊等事業補助申請書 

0417「木の葉のように焼かれて」推薦文執筆依頼。 

0420「中国新聞」長岡省吾資料 

0526 広島市公文書館で原対課資料（1951 年～61 年分）閲覧＜被爆者対策・原爆乙女関連資料＞ 

0527「昭和天皇実録」 0528 宮内庁書陵部 

0604 広島市土木課公文書（ABCC 水道関係） 

0606『侍従差遣録 昭和 20 年』 

○テレビ番組 

0229HTV「被爆 70 年 ～平和宣言でたどる広島の変遷～」 0803 NNN ドキュメント 

0804NHK クローズアップ現代「“ヒロシマ”が伝わらない」日米で３９００人に対する原爆意識調

査 

0806NHK スペシャル「きのこ雲の下で何が起きていたのか」  

0810NHK「戦後 70 年 一番電車が走った」 0911NHK「被爆 70 年特集ドラマ 赤レンガ」 

0912NHK ETV 特集「原爆にさわる、被爆をつなぐ～長崎・被爆二世 戦後 70 年をこえて～」 

○友人・知人関連 
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0405 オマール。0412NPT 再検討会議。原水禁運動史。 

0409 平成２７年度「被爆体験証言者委嘱書交付式」（新たに６人に委嘱）及び「被爆体験伝承者委嘱

書交付式」（初。５０人） 


